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この仕事に於いては，核反応 11 B(d, p)12 B によって生成される β放射性核 12 B(Iπ= 1 +, TJ.i' =20ms) 
の核偏極並びに磁気準位占有率を，以下に述べる核磁気共鳴 (NMR) 遷移を用いた新しい方法により
広い入射重陽子エネルギー (Ed = 1 ~ 4 Mev) 及び反跳角 (8R=15~650 ) の範囲にわたって測定するこ
とができた。
β放射性核の核偏極は，偏極核からのβ線が非対称角度分布を示すことを利用して ， ß 線の非対称








あった。 11B( d, p)12 B 反応の P寸/角相関から求めた 12 B の核整列の符号とタンタル箔にうめ込んだ







きるものである。なお次の諸点も明きらかになった。 (1)種々の試料に 12B をうめ込んだ時の電気四重
極相互作用の符号が 12 B をタンタル箔にうめ込んだ時の符号から一義的に定まる。 (2)核整列は電気











要であった。実験は，核子移行反応が主な機構である 11 B( d, p)12 B 反応について行ない，その測定に
成功した。 測定結果は歪波ボルン近似を用いた理論的予想と比較した。その結果，生成核の磁気準位
占有率の観測からは，従来の観測量からは得ることが困難で、あった，移行粒子の角運動量 j の異なる
状態の混合比についての新しい知見が得られることを示した。
以上のごとく堀正義君の論文は，新しい実験手段の導入によって，今迄研究が進んで、いなかった反
応生成核の偏極現象の観測に成功し，またその測定結果が原子核反応と構造の解明に有用な知見を与
えることを示したものであり 博士論文として十分な価値があることを認める。
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